
 

 
 

2020 年 3 月 16 日発行 

 西日本区ワイズ将来構想特別委員会 

 

「自分にとってワイズとは」    西日本区理事 戸所岩雄(彦根シャトー) 
新型コロナウイルスの感染拡大により、身の回りの社会生活に大きな影響が出ています。ワイズ活動も

例年ならあたりまえのように行われる例会を始めとする各種の催しが中止になり、戸惑いと心の喪失感に

とらわれているメンバーもおられると思います。 
「Ubuntu－他者を思いやる心」どころではないと感じる人もいることでしょう。だからこそ今、この

時に自分にとってワイズとはどんな存在なのかを考えてみるのも良いかもしれません。受ける損傷は最小

限に留める努力をし、問題が過ぎ行きた時には立ち直りの動きがより力強いものになる“心の準備”は怠

ることのないようにしたいと思います。 
今、少し吹き始めたワイズ起こしの風を減衰させることなく 
私達のワイズメンの運動をさらに素敵で価値あるものとし、次代にあっても社会や時代から必要とされ

る奉仕団体として存続し続けるために、今の私たちにできることを始めましょう。メンバーの皆様が当事

者としての思いを感じ、『風となって』素敵な変化をもたらしましょう。そして『心豊かな“ひかり”と

なりましょう』。自分たちワイズのことをメンバーと共に語り会い、自分達の方法で始めましょう。 
ゴール（期日と効果）を見極めつつ！！ 

１．入会おめでとう！ 

（今期の入会者：３月１０日時点） 
１月(12月未掲載も含む：13 名） 

小野伸明(長浜),今川一彦(熊本五福),隠樹圭子(神戸学園都市),奥田雅哉,

豊嶋磨生子(京都パレス),萬谷寿顕(京都ウエスト),野村憲一(熊本ジェーン

ズ),宮野愛子(神戸ポート),稲岡正順,村上仁,佐々木幸子,岡英瑛彦(京都グ

ローバル),竹花佑磨(京都) 

２月(3月10日まで含む：9 名） 
奥村泰(京都ウェル),野村勇(京都プリンス),保匠(京都 ZERO),池内雅子(滋

賀蒲生野),合田元樹,有馬レイカ,喜田洋司,堀井力(京都グローバル,)戸田

真二(名古屋) 

 

２．2022に向けて 

次期理事 古田裕和(京都トゥービー) 

昨年 11 月、アメリカのオハイオ州トレドで行われた

次期理事研修会が無事終了し、続いて西日本区次期役員

研修会も無事終わりました。今年に入って3月の次期会

長主査研修会が終わればいよいよ次期に向けて本格的に

スタートか、と思い始めていた矢先、新型コロナウィル

スの感染拡大が起こりました。世界中が巻き込まれる事

態に陥ろうとは全く想像できませんでした。 

今は第1回準備役員会をどうするか、次期会長主査研

修会を延期して行うか等を考えていくことに毎日追われ

ています。しかし、本来ならば次期のスタートに備えて

の大切な最後の準備期間のため、準備に要する時間をよ

り多く取り入れ、よりよい期にするため、気を取り直し

て日々取り組んでいきたいと思います。 

 次期は、ワイズメンズクラブ創設 100 周年(2022 年)

まであと 2 年という時期となります。2022 年までの目

標に対して大きく前進しなければいけません。 

西日本区では 2022 年にメンバー数を 2022 名という

大きな目標があります。 

その目標を現実のものにするにはどうすればよいの

かを考え、行動に移さなければいけません。メンバー増

強そしてドロップアウトの防止。この二つの事を両方達

成しなくては、決してこの大きな目標を達成することは

不可能でしょう。達成するには魅力あるクラブ、強いク

ラブをつくっていかなければいけないと思います。クラ

ブに魅力があると、メンバーはもっとクラブの運営に関

わりたくなるでしょうし、自分のクラブのことを自分の

周りの人たちにより伝えたくなってくるはずです。 

是非クラブ内で今のクラブの現状や将来像をよく話

し合っていただき、魅力あるクラブ、強いクラブをつく

っていくためにどのようなことを行っていかなければい

けないかをメンバー全員で考えていってください。 

 また、メンバー増強に欠かせないものの一つが、より

効果の高い広報活動だと思います。 

現在広報部門のない部やクラブも結構あるのではな

いでしょうか。是非部やクラブに広報部門を設けていた

だき自分たちの活動を社会に広めていってください。 

ホームページで自クラブや部の活動を紹介し、しかも

タイムリーに更新していくことは最低限必要なことだと

思います。それ以外にもマスメディアに取り上げてもら

うなどの方法もあります。 



またみなさまも仕事で様々な広報を経験されている

と思いますが、時代に合った広報を是非探って実践して

いってもらえればと思います。 

 この魅力あるクラブ、そしてそれにつながる広報活動

を中心に次期の活動も進めていきたいと考えています。

よろしくお願いします。 

 

ワイズ100 周年、輝く歴史を未来まで！ 
西中国部ワイズなんでも語ろう会！開催。 

日時：2020年2月1日14時30分から２日12時まで 
場所：コンフォレスト湯来 
出席：広島クラブ：藤川、河野、益国、金子、山本、 

片岡、在原（連絡主事） 
呉クラブ：渡辺、石田（連絡主事） 
東広島：谷本、岩国みなみ：高瀬、河原 

ゲスト：戸所岩雄理事、上村眞智子(九州部直前部長(熊本ジェーンズ) 

 
◆進行役を上村眞知子ワイズワイズに依頼！ 
 その目的は、部内でのいつものメンバーの「ただの語
ろう会」の雰囲気を新鮮にした上で、問題・課題の発見 
からその解決方法に迫りたいとの狙いがあった。 
 そして、狙い通り上村ワイズによる話の進め方やまと
め方は、「ファシリテータ」のプロとして、効果的で、い
い集まりとなった。 
◆ 会の流れ 
第１の話題「どういうきっかけでワイズに入ったか？」 
 仕事繋がり、妻の友人がワイズのメンバー、高校時代 
の予備校からの繋がり、他の組織の活動中にスカウトさ
れてなどがあった。 
第２の話題「入会してワイズからどういう影響を受けたか？
どう変化したか？どんな思いで参加しているか？」 
・自分を育ててくれた。 
・ワイズのメンバーである事で多くの知り合いができた。 
・人間関係の輪が広がった。 
・入会の紹介者に恥をかかせてはならない。 
第３の話題「ワイズの魅力とは？」 
・新しい人間関係ができる。 
・人の話をしっかり聴いてもらえた。 
・それによって自分を肯定してもらえる。 
・参加しているとワクワク感がある。 
・奉仕することを素直に表現できる 
・素敵な歳をとることができる。 

・人を育ててくれる場所（団体） 
・普通の生活では体験できないことを実行できる。例え 
ば国外の友だちを簡単に尋ねる事ができるようになる。 
「会において発せられた質問・疑問」 
・どうして2022人なのか？ 
・どうして人数を増やさなくちゃいけないのか？ 
・将来構想委員会は何をやっているのか？ 
・部が必要なんだろうか！ 
・部長の複数年度担当はできないのか？ 
 Etc. 
「問題点、課題」 
・西中国部においては100人委員会が実働チームとなる。
（構成員：現部長、次期部長、直前部長、５クラブ会長、 
金子構想委員会委員の８人）。そして、ワイズ将来構想
特別委員会からは実働チーム内のメンバーは基本的
には固定が求められていたが、実際には実現できてい
ない。（※金子委員のみは固定） 
「提 案」 
・活性化するための1つの考え方として、広島に国際大
会を招致したらどうか。大きな目標を持ってみんなで
取り組めばクラブあるいは部が活性化するのではな
いか。 
◆総括（金子委員） 
2022年に向けた「新生ワイズ起こし運動」作戦を立て
るところには至らなかった。 
西中国部の実働チームは、昨2019年の1月にメンバ
ー決定、8月がメンバーの初顔合わせであった。 
今回は運動の作戦を立てるまでには至らなかったが、
「新生ワイズ起こし運動」が部内で幅広く認知され、こ
れから運動に取り組もうという雰囲気ができたことは大
いなる進歩として捉えたい。 
目指そう、100人の西中国部！ 
報告：金子敏郎（ワイズ将来構想特別委員会委員） 

 

九州部新生ワイズ起こし運動 

九州部新生ワイズ起こし運動委員会委員長 

 上村眞智子(熊本ジェーンズ) 

 

“九州部の４つの地域（鹿児島、阿蘇、福岡、北九州）

で、新しいクラブ誕生！”を掲げて活動を行っている九

州部の今年度の活動をご報告します。 

2019年に3回、2020年に１回、熊本、福岡、北九州

において委員会を開催し、夫々の地域におけるワイズと

YMCAの関係に関する現状報告、新クラブ設立への思い

と今後のスケジュール検討をメインに討議を重ねました。 

先ずは、2018年度から先行している鹿児島クラブの進

捗状況です。 



鹿児島クラブは 2020年 1月 18日に、クラブ設立 30周

年、YMCA 設立 10 周年の合同記念例会を盛大に催されま

したが、懇親会前に披露された YMCA チアダンススク

ールの元気いっぱいな子供たちのチアダンスは圧巻で、

参加者は笑顔・笑顔！会場は拍手の嵐でした。 

鹿児島クラブは、この YMCA チアダンススクールの

子供たちの保護者をターゲットに新クラブ設立を目指し

ています。動きとしては、先の記念例会第３部で「ワイ

ズメンズクラブとYMCA～ウェルネスからの再考～」と

銘打って講演された神戸常盤大学柳敏晴(やなぎとしは

る)教授を再度招聘しての講演会を 4月に企画。唯、コロ

ナの影響もあり、延期はあるかと思いますが、必ず実現

させると松永次期九州部部長の決意は固いので、大いに

期待しています。 

福岡中央クラブは今年12月開催予定のクラブ40周年記

念例会において、小田哲也会長の海外青年協力隊時代の

仲間を中心にした新クラブチャーターを目指しています。

ワイズ、YMCA,青年海外協力隊の 3 本の矢が一つにな

った、グローバルな魅力溢れるクラブ誕生実現へ最大限

の協力を行いたいと思っています。三者が一つになるに

は、国際交流をテーマにした講演会と軽食の場をセッテ

ィングしてはどうかとのアイディアを提供しているとこ

ろです。 

北九州クラブは、疎遠であった YMCA とワイズとの関

係修復を積極的に行っていますが、クラブが YMCA に

好意的関心を寄せていることと福山武志総主事のワイズ

理解が相まって、良い方向に向かっていると感じていま

す。その一つに、YMCA内にワイズコーナーが設置され、

ワイズ活動の広報が出来る環境が整ったことは喜ばしい

限りです。 

阿蘇クラブでは、未だ具体的な動きは起こっておりませ

んが、一つ仕掛けとして考えていることがあります。こ

のアイディアは、先日西中国部にお招きを受けて参加し

た一泊二日の「ワイズなんでも語ろう会」にヒントを得

たものです。阿蘇YMCAキャンプ場において、「ワイズの

魅力！グラス片手に語り倒そう会」開催を考え、企画段

階に移そうかと思っていた矢先、コロナ問題が起こり、

現在、ちょっとストップしている状況です。 

この会は、オール九州メンバー参加を目指しています。

（勿論、西日本区どこからでも OK!）熊本阿蘇の地で、

九州始め西日本区の各クラブからワイズメンが集まって、

ワイズの魅力を語り合うと同時に、2022年2022名のワ

イズメン実現を目指して、広報活動の在り方などをグラ

ス片手に語り倒そうではありませんか！ 

この企画は、絶対、実現させたいと強く願っています

ので、動き始めましたらご協力の程、どうぞ宜しくお願

い致します。 

しかし、一番大事なことは現存クラブの活動の充実を

図ることではないでしょうか。例会の意味や意義、ワイ

ズの魅力を感じられる時間になっているであろうか、ゲ

ストの方々に、又、参加したいと思ってもらえることを

念頭に置いた企画であっただろうか、メンバー同士が深

く語り合う時間になっていただろうか、そして、何より、

何故、私はワイズメンなのだろうか、等、原点に戻って

皆で考えることを提言したいと思います。 

報告：九州部新生ワイズ起こし運動委員会委員長 

 上村眞智子(熊本ジェーンズ) 

 

六甲部ワイズ・YMCA パートナーシップ委員会 

 進藤 啓介(神戸) 

 

 六甲部では、「ワイズ・YMCA パートナーシップ委員

会」が発足した。これは、ワイズ起こし特別委員会の発

展編です。位置づけはまだ模索中だが、よりよい協働の

在り方を共に協議し、実践へとつないでいくものである。  

パートナーシップ委員会の中で下記の2点が確認された。 

◯ ワイズYMCAで共にできそうなことを考えていく。 
・会館の休日利用（管理者に負担をかけないように） 
・共催事業（互いの認知度を高める好機と考え、 
１＋１→２以上のものを生み出していく） 
・人的ネットワークを構築していく。 

（つながる。←「つなげる」役目） 
◯ 今後も定期的に委員会を開催し、よりよいパートナ 
ーシップのあり方を検討していく。 

 
また、実働委員会の１年間のまとめとして、下図のよ

うに「Y’s と YMCA の協働の進め方について(地域奉仕

事業に重点をおいて)」という指針を作成しました。 

  

「Y’sとYMCAの行動の進め方について(地域奉仕事業に重点をおいて)」 

編集後記 

ハクションや ゴホンゴホンも 憚られ 

山に向かいて 友達を呼ぶ  

「ワイズのみなさん お元気ですか？」 T.O 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ年度末を迎えます。EMCにとって大切な

次期です。COVID-19に負けないよう、クラブの発

展を期して、一層の努力をお願いします。 


